みなさん、想像してみてください。
19歳の若さで、　突然「歩けなくなるかもしれない」と言われたとしたら、どんな気持ちになりますか。

私は19歳のときにその宣告を受けました。けれども、私は夢を諦めませんでした。だから今ここに立っています。今日は、ここに至るまでに私が歩んできた道、そして私の夢についてお話しします。
私は子どものころから、日本に強くひかれてきました。
YouTubeで見た日本の小学校。そこでは、
自分と同じ年頃の子どもたちが、元気よくあいさつをし、きちんと列に並び、給食を自分たちで配っている。
その姿を見て日本には、勉強だけでなく「心を育てる教育」があることに気がつきました。
いつか、日本で教育を受けてみたい――その思いは、やがて私の夢になりました。
中学校、高校と、その夢に向かって私は順調に歩んできたんです。
ところが、2019年。マハサラスワティ大学日本語学科に合格してまもなく、私の人生は突然、立ち止まることになりました。SLEという自己免疫の病気の診断を受けたのです。体重は落ち、髪は抜け、関節の痛みで歩けなくなりました。
当時私は19歳。
夢も、未来も、やりたいことも、まだ何一つ始まっていません。
大学も休学するしかなく、ひとり家に閉じこもる毎日。
「どうして私なの）？――来る日も来る日もそんな思いが私を苦しめていました。
ある日、通院の時のことです。
私が日本語学科の学生だと知った主治医の先生が、こんなことを教えてくれました。
「日本では、インドネシアよりも筋肉の状態や機能について、より細やかなチェックをしていますよ」
その言葉は、雷のように私の心に響きました。忘れていた私の夢――日本を思い出したのです。
家に帰ると、私は声をあげて、泣きました。そして涙が枯れるほど泣いたあとは、なぜか心が軽くなっていました。まるで、嵐が過ぎ去ったあとのように、私の心は静かでした。
たとえ体が思うように動かなくなったとしても、夢まで奪われたわけではない。私は、このまま人生を終わらせたくない――そう強く思いました。
それから　体は少しずつ回復しました。
3年後、私はやっと大学に戻ることができました。止まっていた夢が再び動かき始めたのです。
日本人学生との交流、バリ島での日本人観光客へのガイド活動――
その一つひとつが、「前に進んでいる」と教えてくれました。
やがて、日本への交換留学というチャンスが、私のもとに舞い降りてきました。そして今、私はここ、日本に立っています。夢が、私をここまで連れてきてくれたのです。
実は、私にはまだ、たくさんの夢があります。
その夢に対し、私の体が全てついてけるか、不安になることもあります。でも夢は強い翼を持っています。どこへでも、私を連れて行ってくれると信じています。これまでの経験は、私に勇気と自信を与えてくれました。これからも、前に進み続けたいと思います。ご清聴ありがとうございました。













